
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　和田 　武
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

6/5
2020年第1364号

　

大
阪
で
維
新

政
治
が
生
ま
れ

て
10
年
余
り
が

経
つ
。「
二
重

行
政
」
の
無
駄
や
「
効
率

化
」
を
理
由
に
、
公
立
病
院

の
削
減
や
保
健
所
の
整
理
・

縮
小
、
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

の
統
廃
合
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
つ
け
が
今
、
不
十
分
な

検
査
数
、
医
療
体
制
へ
の
不

安
と
い
う
形
で
、
府
民
生
活

に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
社

会
活
動
を
抑
制
し
、
感
染
拡

大
防
止
は
「
成
功
」
し
た
と

い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
府
民
生
活
に
は
長
期
的

な
影
響
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
露
出
が
増
え

た
吉
村
知
事
へ
の
注
目
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

勢
い
で
吉
村
府
知
事
・
松
井

市
長
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ

り
き
で
「
都
構
想
」
の
住
民

投
票
を
視
野
に
入
れ
る
。

　

大
阪
市
が
解
体
さ
れ
れ

ば
、
権
限
や
財
源
を
大
阪
府

に
奪
わ
れ
、
住
民
福
祉
の
後

退
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
府
民
が
切
実
に
望
む

の
は
「
都
構
想
」
で
は
な
く

暮
ら
し
の
再
建
で
あ
り
、
健

康
を
守
る
施
策
の
充
実
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
維
新

府
市
政
が
切
り
捨
て
て
き
た

医
療
や
福
祉
の
値
打
ち
を
考

え
た
い
。 

（
Ｉ
）

新
聞
で
は
『
読
売
』『
毎
日
』

な
ど
が
報
じ
た　
　
　

 　
　

焦点 ㊤

協
会
コ
ロ
ナ
調
査
に
反
響

保険でよい歯科医療を全国連絡会会長・雨松真希人

厚労省検討会報告書は歯科
技工士危機に応えているか

各紙が報道、府議会で質問

第２次補正　医療に３兆円

歯
科
の
経
営
危
機

地
域
歯
科
医
療
の
支
援
を

協
会　

安
倍
首
相
へ
緊
急
要
請

会
見
で
苦
境
訴
え

　

協
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ

い
て
、
５
月
18
日
に
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
を
発
表
し
、
同
20
日
に
記
者

会
見
し
た
。
会
見
で
は
小
澤
力
理

事
長
と
江
原
豊
政
策
部
長
が
出
席

し
、
感
染
不
安
や
外
出
自
粛
な
ど

の
影
響
で
患
者
が
減
少
し
、
９
割

超
の
歯
科
医
療
機
関
の
保
険
診
療

収
入
が
落
ち
込
ん
で
い
る
実
態
を

報
告
し
た
。

　

厚
労
省
が
緊
急
性
の
な
い
治
療

の
延
期
考
慮
を
歯
科
医
療
機
関
に

求
め
た
一
方
、
給
付
金
や
助
成
金

が
不
十
分
な
た
め
経
営
悪
化
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

「
三
密
回
避
の
た
め
予
約
を
調
整

し
、
念
入
り
に
感
染
防
止
対
策
を

し
て
い
る
の
に
、
何
の
補
償
も
な

い
の
は
許
せ
な
い
」
と
強
調
し
、

政
府
や
大
阪
府
に
よ
る
公
的
支
援

の
拡
充
を
強
く
訴
え
た
。

　

受
診
の
手
控
え
で
「
健
康
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
述
べ
、

「
受
診
は
自
己
判
断
せ
ず
、
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
と
相
談
し
て
決

め
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、『
読

売
』（
５
月
19
日
）『
毎
日
』（
５

月
21
日
）『
赤
旗
』（
５
月
23
日
）

３
紙
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
報
道
し
た
。

「
歯
科
医
院
の
９
割
、
外
来
減
」

「
コ
ロ
ナ
対
応
で
病
院
や
歯
科

医
、
苦
境
に
」「
歯
科
医
療
崩
壊

の
危
機
」
な
ど
と
伝
え
た
。

共
産
府
議
が
追
及

　

協
会
は
大
阪
府
議
会
、
大
阪
市

議
会
の
全
て
の
会
派
に
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
送
付
し
、
歯
科
医
療
機

関
へ
の
公
的
支
援
の
拡
充
へ
の
協

力
を
要
請
し
た
。

　

府
議
会
の
内
海
議
員
は
26
日
の

本
会
議
で
同
調
査
を
取
り
上
げ
、

コ
ロ
ナ
禍
の
後
に
は
民
間
歯
科
医

療
機
関
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と

指
摘
。「
地
域
医
療
の
確
保
の
観

点
か
ら
見
過
ご
せ
な
い
」
と
述

べ
、
新
た
に
創
設
し
た
「
休
業
要

請
外
支
援
金
」
だ
け
で
は
不
十
分

だ
と
し
て
医
療
機
関
に
対
す
る
新

た
な
財
政
支
援
策
を
求
め
た
。

　

小
澤
力
理
事
長
は
５
月
26
日
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
に
宛
て
、
地
域
の
歯
科
医
療
を
守

る
た
め
の
経
営
支
援
策
と
、
患
者
が
お
金
の
心

配
を
せ
ず
受
診
で
き
る
よ
う
に
緊
急
対
応
を
要

請
し
た
。

　

要
請
で
は
受
診
控
え
な
ど
の
影
響
に
よ
り
４

月
以
降
歯
科
医
療
機
関
は
減
収
し
て
お
り
、
歯

科
技
工
所
の
経
営
難
に
も
直
結
す
る
と
指
摘
。

事
態
を
放
置
す
れ
ば
、
地
域
医
療
を
支
え
る
歯

科
医
療
機
関
や
歯
科
技
工
所
が
消
失
し
か
ね
な

い
と
し
て
、
▽
歯
科
医
療
機
関
・
技
工
所
の
減

収
分
の
補
償
▽
院
内
感
染
防
止
対
策
の
た
め
の

財
政
措
置
や
診
療
報
酬
上
の
評
価
▽
窓
口
負
担

金
の
免
除
▽
低
所
得
世
帯
等
の
医
療
保
険
料
の

徴
収
猶
予
や
免
除
―
な
ど
を
要
請
し
た
。

吉
村
知
事
へ
支
援
要
請

　

小
澤
力
理
事
長
は
５
月
26
日
、
大
阪
府
の
吉

村
洋
文
知
事
に
宛
て
、
コ
ロ
ナ
影
響
に
よ
る
患

者
減
少
に
よ
る
経
営
難
を
支
援
す
る
た
め
に
、

▽
歯
科
医
療
機
関
や
歯
科
技
工
所
に
対
し
給
付

金
等
に
よ
る
支
援
を
す
る
こ
と
、
▽
市
町
村
が

実
施
す
る
医
療
機
関
等
へ
の
経
済
支
援
策
を
補

助
す
る
こ
と
―
な
ど
を
要
請
し
た
。

　新型コロナの影響による患者の減少などで、医療
機関の経営悪化が深刻化している。保団連が各地の
保険医協会を通じて実施した調査でも、保険診療収
入が歯科82.5％、医科86.5％の医療機関で減収する
など、医科歯科とも経営支援策が求められている。
　日本医師会が第２次補正予算で医療機関などの支
援として歯科診療所の減収補償などの支援を含む計
７兆５千億円を要望するなど、医療界はそろって
「医療崩壊」を食い止めるために財政補償・支援を
政府に求めている。
　こうした医療関係者や国民世論に押され、国は第
２次補正予算案では医療提供体制の強化に約３兆円
を計上。内容等の精査が必要となるが、第１次補正
予算の1490億円から大幅に拡充した。医療危機の背
景には国の社会保障費抑制路線がある。コロナ禍を
機に、社会保障予算の拡充が急がれている。

　

歯
科
技
工
士
の
高
い
離
職

率
に
加
え
て
、
技
工
士
養
成

学
校
の
入
学
者
数
が
激
減
す

る
な
ど
、
歯
科
技
工
（
士
）

危
機
が
広
が
っ
て
い
る
。
厚

労
省
は
２
０
１
８
年
に
歯
科

技
工
士
の
養
成
・
確
保
に
関

す
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

20
年
３
月
に
報
告
書
を
ま
と

め
た
。「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
全
国
連
絡
会
」
で
歯

科
技
工
士
の
雨
松
真
希
人
会

長
に
報
告
書
に
つ
い
て
感
想

を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

◇

　

「
歯
科
技
工
士
の
養
成
・

確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
報

告
書
は
、
①
歯
科
技
工
士
の

養
成
に
つ
い
て
、
②
歯
科
技

工
士
の
確
保
に
つ
い
て
、
③

歯
科
技
工
士
の
業
務
等
、
大

き
く
３
つ
の
テ
ー
マ
を
検
討

し
、「
今
後
の
方
向
性
」
を

そ
れ
ぞ
れ
導
出
し
て
い
ま

す
。
報
告
書
が
歯
科
技
工
士

危
機
に
応
え
て
い
る
の
か
私

見
を
述
べ
ま
す
。

就
労
環
境
の
改
善

こ
そ
最
重
要

　

歯
科
技
工
士
の
養
成
に
つ

い
て
で
は
、
技
工
士
養
成
施

設
の
入
学
希
望
者
の
減
少
の

要
因
と
し
て
、「
歯
科
技
工

士
の
認
知
度
が
低
下
」
や

「
長
時
間
労
働
や
低
賃
金
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
」
が
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。
卒
業
後
の
離

職
を
防
ぐ
た
め
に
歯
科
診
療

現
場
を
見
学
し
「
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
」
に
つ
な
げ

る
意
義
な
ど
も
強
調
し
ま

す
。
入
学
者
の
確
保
に
向
け

て
は
、「
労
働
環
境
等
の
改

善
対
策
に
取
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
が
進
む
中
、

歯
科
技
工
士
の
認
知
度
は
高

ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま

す
。
技
工
士
を
養
成
す
る
教

育
内
容
に
改
善
の
余
地
は
あ

り
ま
す
が
、
技
工
士
を
目
指

す
若
者
が
職
業
環
境
と
し
て

求
め
る
の
は
「
経
済
的
に
安

定
し
て
い
る
仕
事
」「
手
に

職
が
つ
く
仕
事
」
な
ど
で
あ

り
、
労
働
条
件
が
悪
け
れ
ば

進
路
選
択
に
入
り
ま
せ
ん
。

「
医
療
に
携
わ
り
た
い
」
と

い
っ
た
動
機
は
付
加
的
な
も

の
に
す
ぎ
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

根
本
的
に
は
卒
業
後
の
就

労
環
境
の
改
善
こ
そ
が
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
教
育
内
容

よ
り
も
優
先
す
べ
き
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

非
現
実
的
な

企
業
努
力
頼
み

　

歯
科
技
工
士
の
確
保
に
つ

い
て
で
は
、
最
大
の
課
題
は

「
離
職
防
止
」
と
そ
の
要
因

で
あ
る
「
労
働
環
境
・
勤
務

環
境
の
改
善
」
を
強
調
し
て

い
ま
す
。
こ
の
最
大
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、「
業

務
効
率
化
」
や
「
生
産
性
の

向
上
」、「
付
加
価
値
の
創

造
」
が
必
要
と
い
う
結
論
と

な
っ
て
お
り
、
全
く
評
価
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、「
中
小
も
の

づ
く
り
高
度
化
法
」
に
お
け

る
生
産
性
向
上
の
目
標
で

も
、
革
新
的
サ
ー
ビ
ス
の
よ

う
な
も
の
で
目
標
設
定
３
〜

５
年
計
画
で
「
付
加
価
値

額
」
年
率
３
％
及
び
「
経
常

利
益
」
年
率
１
％
の
向
上
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の

中
小
企
業
に
は
上
記
の
目
標

達
成
は
困
難
で
す
。
仮
に
歯

科
技
工
所
が
上
記
の
目
標
を

達
成
し
た
と
こ
ろ
で
、
現
状

の
離
職
・
長
時
間
労
働
の
問

題
を
解
決
で
き
る
ほ
ど
の
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
努

力
で
何
と
か
す
る
と
い
う
方

向
性
は
、
あ
ま
り
に
非
現
実

的
と
言
え
ま
す
。 （
つ
づ
く
）

　

協
会
が
取
り
組
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
歯

科
医
療
へ
の
影
響
に
関
す
る
緊
急
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
が
反

響
を
呼
ん
で
い
る
。
患
者
減
に
よ
る
歯
科
医
療
崩
壊
の
危

機
を
新
聞
各
紙
が
報
じ
れ
ば
、
大
阪
府
議
会
で
は
内
海
公

仁
議
員
（
共
産
）
が
本
会
議
で
取
り
上
げ
、
歯
科
医
療
機

関
へ
の
支
援
を
訴
え
た
。

解説

2020年 夏季号投稿募集
　新聞部は、夏季特集号（８月
15日付）への会員投稿を募集
している。詳細は協会事務局ま
で。７月10日必着。掲載者に
は薄謝進呈。

NHKが５月31日に会見の様子などを報道している


